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平成２７年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【ナノテクが拓く未来】 
       「ナノテクを使った計測と材料づくりへの挑戦 

～20 年後の安心・安全社会と人類の健康を目指して～」 

 

日 程 :  平成２７年８月１８日（火） 

受講者数:  １４名 

会 場 ：  姫路工学キャンパス５号館２階 5204教室 

講 師 :  大学院工学研究科機械工学専攻 生津資大准教授 

 

ナノテクノロジは電子機器から化粧品まで，身近なところで多用されています．本講演では，ナノテ

クに係る「ナノ構造体の強度計測技術」と「自己伝播発熱多層膜の創製と応用研究」にフォーカスを当

て，原理から応用例までを最新の研究成果とともに解説しました． 

ナノテクに関連する下記 2つの研究開発の講義を行いました． 

１．マイクロマシンを使ったナノ物体の強度計測技術 

1966年に放映された SF映画「ミクロの決死圏」に出てくるような小さな潜水艇（ナノデバイス）は

現在の微細加工技術で製作可能ですが，実用時に「壊れない」機械を作るためにはナノデバイスを構成

する材料のナノ寸法下での強度を実測する必要があります．ナノ物体の精確な強度評価を実現するた

め，マイクロマシンを応用した引張試験システムを構築し，電子顕微鏡の中でナノ物体が引っ張られて

いる様子を観察しながら強度評価する独自技術を紹介しました．これまで未知だったナノ材料の機械物

性の定量計測に成功したことを，実験結果を交えながら紹介しました． 

２．瞬間発熱ナノ素材を使った瞬間接合技術 

ごくありふれた金属である Alと Ni を数十 nmの厚みで積層堆積させた Al/Ni 多層膜は，外部からの

微小刺激により局所的に発熱しながら化合物を生成します．最初の化合物生成時に生じた熱が次の反応

を引き起こすエネルギーとして使われるため，発熱反応が多層膜の中を 10m/s程度で高速自己伝播する

という面白い現象が起こります．このメカニズムを解説するとともに，瞬間発熱という特長を活かした

応用例をいくつか紹介しました．また，粒子に発熱機能を付与するための技術と最新の研究成果報告を

併せて行いました． 


